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1．はじめに  

本研究で対象とした諫早干拓調整池（以下、諫干調整池）は流域の河口部に位置し、高潮や洪水及び常時

の排水不良から周辺地域である背後低平地を守る防災機能を有している。洪水時には陸域から一時的ではあ

るが負荷の全量が流入するため水質悪化が懸念されている。著者らは、これまで、藻類の種類数を 3 種とし、

藻類増殖等に関する計算パラメータを通年（４年間）同一として諫干調整池の水質計算を行ってきたが、

Chl-a 濃度の再現性に検討課題が残されていた。本研究は、期間別の水質再現のパラメータフィッティング

結果から、有明海における諫干調整池由来の藻類の挙動に関するシミュレーションを行い、検討を加えたも

のである。 
2．水質モデル  

調整池（調整池面積 26km2、常時貯水量 2900 万 m3）を完全混合の一池モデルとし、日変化の水質計算を

行った。計算期間は調整池締め切り後、調整池内の水質が比較的安定した平成 10 年～平成 14 年 3 月(4 年間)
とした。調整池に対する連続の式は河川流入量（タンクモデルより算定）、海からの海水浸入量、調整池容量

で満足させた。 
3．計算方法  
 Chl-a 計算においては、調整池内

の藻類が 4 種あるいは 5 種類で構成

されるものとして、従来の３藻種モ

デルと比較検討した。Chl-a に関す

る基礎式を(1)式に示す（他の水質項

目については、紙面の都合があり、

ここでは割愛する）。増殖項は、モノ

ー型とし、制限項は無機態窒素、無

機態リン、日射量、水温で与え、単

年毎のパラメータで水質計算を行っ

た。有明海については、有明海を 11
のボックスで構成されるとし、調整

池水質モデルを連結して水質計算を

行った。各ボックスは完全混合状態とし、藻類の増殖、死滅、沈降を考慮した。 
Chl-a 基礎式 
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図－2 H11 のパラメータ（5 種） 

図－1 H11 のパラメータ（3 種） 

期間 1

期間 1

（Chl-a 変化） （沈降） （増殖） （死滅）（流出） 
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CH：Chl-a 濃度  V：貯水池容量  ＬOUT：流出負荷  w：沈降速度   A：沈降面積 
P：増殖速度  F：死滅速度  添字 i：(1･珪藻、2･緑藻、3･藍藻、4･特殊藻類 1、5･特殊藻類 2) 
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4．計算結果及び考察 

図-1、2 に、平成 11 年のパラメータ

を用いた 3 藻種と 5 藻種の Chl-a の

計算値結果と実測値を示す。図示 し
てはいないが、4 藻種では 5 藻種と

さほど変化が見られなかったので、

ここでは 5 藻種と 3 藻種の比較につ

いて述べる。図-1 と図-2 から、平成

11 年度の単年度で設定したパラメ

ータではあるが、平成 10 年 4 月～

12 年 4 月までの約 2 年間（図中の期

間 1）に渡って、3 藻種モデルと 5
藻種モデルの双方とも、低水温期に

おける Chl-a 濃度再現結果が良好で

ある。残りの期間である平成 12 年 4
月～14 年 4 月の再現性は、当然のことではあ

るが単年毎のパラメータフィッティングのた

め良くない。平成 13 年のパラメータで得ら

れた計算結果を図-3、4 に示す。これらの図

から、図中の期間 2（春期～秋期）の 2 年間

の再現性は良好であり、従来の通年パラメー

タで計算したものと比べても再現性の向上が

確認された。また、図-3、4 において、平成

10 年度からの 2 年間の再現性は良くなく、特に、冬期の低水温期の実測値との乖離が特徴的である。以上の

ことから、平成 10 年～平成 14 年の 4 年間の前半と後半で藻類種の大略的な変遷があったものと推察される。

藻類種の変遷原因については、調整池内の塩化物イオン濃度は海水浸入量と降雨によって変動していること

から、この塩化物イオン濃度の藻類増殖に及ぼす影響、さらには動物プランクトンによる捕食の影響も考え

られるが、今後の検討課題としたい。図-5、6 に有明海における調整池由来の Chl-a の計算結果を示す。こ

れらの図から、調整池由来の藻類が有明海湾奥部では夏期の高水温期において増殖するようである。有明海

湾奥部では、栄養塩濃度が比較的高いため、調整池由来の藻類増殖に寄与していると思われる。 
5．まとめ  

藻類の種類数を増やすことによって、藻類の挙動の再現性を高めることが出来たが、一方では、4 年間に

おける藻類種の変遷過程も示唆された。また調整池由来の藻類は有明海湾奥部で夏季に増殖可能の傾向が示

唆された。４年間を通して統一的なパラメータで藻類の挙動を再現させるには、本研究で用いたパラメータ

以外のものを追加する必要があろう。 
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図－3 H13 のパラメータ（3 種） 

図－4 H13 のパラメータ（5 種） 

期間 2 

期間 2 
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図－5 調整池からの流出 Chl-a 濃度再現結果（調整池付近）
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図－6 調整池からの流出 Chl-a 濃度再現結果（湾奥部）
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